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※諸般の事情により、イベント内容の変更や入場を制限する場合があります。
※10月17日に関して、当初予定していた「担当学芸員によるギャラリートーク」から内容を変更して開催いたします。
※障がいのある方やサポートが必要な方、手話通訳や要約筆記を希望される方は、2週間前までにご連絡ください。

NAMコレクション2026　第Ⅱ期
スペシャルトーク

2026年 10月17日（土）14:00～ / 11月８日（日）14:00～
長野県立美術館　本館　2階　コレクション展示室

10月17日（土） 14:00～
本館　2階　コレクション展示室
無料（観覧券が必要となります）
不要（ご参加の方は、14:00までに本館2Fコレクション展示室入口に
お越しください）

日 時
会 場
参 加 費
申 込

中ザワヒデキ

：
：
：
：

11月8日（日） 14:00～
本館　2階　コレクション展示室
無料（観覧券が必要となります）
不要（ご参加の方は、14:00までに本館2Fコレクション展示室入口に
お越しください）

日 時
会 場
参 加 費
申 込

梅津庸一

：
：
：
：

■ 報道関係のお問い合わせ
長野県立美術館　総務課　広報係　（※2026/4/1～　担当課・係名が変更となりました。）
〒380-0801長野市箱清水1-4-4（善光寺東隣）　ホームページ：https://nagano.art.museum
TEL：026-232-0052　FAX：026-232-0050　E-mail：nam-pr@naganobunka.or.jp

NAMコレクション2026　第Ⅱ期では、昨年収蔵した現代美術家の梅津庸一、中ザワヒデキの作品を紹介して
います。当館では、2021年のリニューアルオープンを機に、「日本及び海外の近現代美術史上の重要作品」と
いう収集方針が新たに加わり、これらの作品の収蔵は当館のこれからへ向けた転換の第一歩と言えます。
共に多様な領域や表現方法で活躍するお二人に、それぞれ自身の作品についてお話しいただくスペシャル
トークを開催いたします。作家本人から作品について話を聞ける貴重な機会です。ぜひご参加ください。

新収蔵作品の現代美術家が来館！

梅津庸一と中ザワヒデキが作品について話します
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※（ ）内は20名以上の団体料金
※割引の併用不可
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方と付き添いの方1名は無料
※大学生及び75歳以上の方は身分が確認できるものをご提示ください
※長野県内の大学等に通う学生は無料（詳細は当館ホームページ参照）

※諸般の事情により、会期などに変更が生じる場合があります。最新情報については当館ホームページをご覧ください。

会期

休館日 水曜日（ただし9/23(水)は祝日のため開館、翌9/24(木)休館）

会場

開館時間

観覧料

主催

2026年8月21日（金）～ 11月17日（火）

コレクション展（本館・東山魁夷館共通）
一般 700（600）円、大学生及び75歳以上 500（400）円、高校生以下又は18歳未満 無料

本館　2階　コレクション展示室

9：00～17：00（展示室入場は16：30まで）

長野県、長野県立美術館

作 家 プロフィー ル

梅津　庸一　うめつ よういち

1982年山形県生まれ。当初、ラファエル・コランや黒田清輝といった日本の
美術制度の起点となった作品を自らに憑依させた自画像でデビュー。近年
ではドローイングや陶芸、版画、映像の制作のほか、私塾「パープルーム予
備校」やイオンのテナントとして「パープルームギャラリー」の運営、テキスト
の執筆など活動領域を広げている。一貫して「美術とはなにか？」と問い続
けており、作品のみならずそれを取り巻く制度やインフラの両面からアプ
ローチしている。
主な個展に「ポリネーター」（ワタリウム美術館、2021）、「梅津庸一｜クリス
タルパレス」（国立国際美術館、2024）などがある。

中ザワ　ヒデキ　なかざわ ひでき

1963年新潟県生まれ。千葉大学医学部在学中の1983年に第4回日本グラ
フィック展で入選、1986年に初個展を開催する。卒業後は眼科医として勤務
しながら制作を続け、1989年に『近代美術史テキスト』を執筆。翌年に医者
を辞めイラストレーターとして独立し、CG作品を手掛ける。1997年に肩書を
美術家へと変更、2000年に「方法主義宣言」を発表し、2003年のVOCA展
で奨励賞を受賞する。2010年に「新・方法主義宣言」、16年に「人工知能美
学芸術宣言」を発表、人工知能美学芸術研究会を発足させる。アクリルや
立体、CG、脳波など多様な媒体を使用し、独自の方法理論に基づいた制作
を行う。

中ザワヒデキ　《三五目三五路の盤上布
石絵画第一番》　1999年
撮影：黒川未来夫

梅津庸一　《作家と工人》　2023年
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